
五
人

4
h一
切
昨
槍
山
郡
厚
浮
部
村
地
震
概
況

画

合官

両
日

M
3

.
胃
4

・冒刷、.

‘
.vdι 

イ民

所

昭
和
四
年
一
月
二
十
一
日
十
二
時
零
四
分
三
十
秒
営
函
館
に
微
震
あ

b
E
初
期
微
動
の
縫
績
十
二
秒
に
し
て
東
北
東
l

西
南
西
に
振
動
す
管
内
各
地
の
報
告
に
よ
る
も
渡
島
半
島
各
地
に
有
戚
質
地
震
を
見
た
る
が
如
し
然
る
に
蛍
所
管
内
檎
山

郡
厚
深
部
部
村
大
字
舘
村
地
方
に
於
て
前
記
後
震
時
刻
に
}
近
似
し
て
強
震
起
b
次
で
二
十
二
日
に
渉
A
Y

二
十
数
同
の

mm
，

微
震
あ
b
、
二
十
三
日
以
後
に
あ
b
℃
も
数
日
間
は
日
々
三
、
四
同
の
地
震
に
て
然
も
倣
ね
鳴
響
と
共
に
来
る
と
。

館
小
島
十
校
長
板
谷
馨
、
村
欝
士
口
同
窓
士
口
一
同
氏
よ
ι
リ
二
十
五
日
付
を
以
て
第
一
同
の
特
報
に
接
せ

b
E
印
一
ち
板
谷
校
長
の

報
告
に
よ
れ
ば

去
る
二
十
一
日
正
午
前
後
の
頃
常
地
に
て
は
珍
ら
し
き
強
震
わ
り
村
民
は
殆
ど
全
部
戸
外
に
逃
れ
、
卓
棚
上
の
器
物
落
下
す
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
程

の
張
さ
に
て
振
動
の
方
向
は
列
然
せ
ざ
る
も
上
下
動
の
如
〈
而
し
て
其
後
数
同
に
渉
る
地
震
あ
り
二
十
二
日
朝
に
至
る
二
十
同
は
確
に
動
揺
本
日
二

十
五
日
に
て
四
日
を
経
過
せ
る
に
毎

u書
一
夜
二
一
、
四
同
の
地
震
あ
り
~
二
十
一
日
の
如
き
強
震
に
あ
ら
ざ
る
も
本
日
夜
明
に
一
同
並
に
午
後
一
一
.
時
宇

頃
に
一
同
あ
り
妊
隣
江
、
差

ω
如
き
は
微
弱
な
る
地
震
を
感
じ
た
る
の
み
・
な
り
と
の
事
な
る
も
営
地
方
村
民
は
不
安
を
感
じ
夜
・
中
安
眠
を
符
ざ
る
程
な

り
一
再
々
。

更
に
一
月
二
十
九
日
付
に
で
村
陵
商
吉
岡
窓
士
口
氏
よ

b
再
報
あ
ら
其
要
領
は

一
月
二
十
一
日
以
来
同
夜
及
び
顎
二
十
二
日
午
前
六
時
に
至
る
数
分
又
は
数
十
分
を
泣
き
鳴
響
見
地
震
数
十
周
に
て
概
ね
鳴
響
を
開
き
一
二
秒
に
て

地
震
起
り
二
十
四
日
来
漸
次
同
教
を
減
少
且
つ
震
度
も
微
弱
と
な
る
も
時
々
詮
官
の
如
き
鳴
動
あ
H
Y

て
殆
ど
北
西
よ
り
来
る
一
再
々
。



以
上
の
外
再
び
三
十
日
付
に
よ

b
板
谷
舘
小
皐
校
長
よ

b
爾
後
の
肢
況
報
告
に
次
で
厚
津
村
消
防
第
一
部
長
山
添
窪
古

舘
村
医
長
菅
家
藤
卒
、
厚
謀
部
村
長
新
納
暗
秋
諸
氏
よ
λ

リ
震
動
紋
混
と
村
氏
恐
慌
の
情
報
あ
hJ
之
等
の
諸
報
並
に
賞
記
調

交
の
結
果
を
綜
A
口
し
左
に
概
況
報
告
す
。

檎
山
郡
厚
津
部
村
は
槍
山
郡
の
北
東
部
に
位
置
し
、
山
岳
地
に
し
て
、
共
北
東
部
は
茅
部
郡
に
束
は
街
地
田
郡
南
東
は
上

磯
部
に
楼
す
、
之
等
の
郡
界
よ

b
出
で
、
村
内
を
貫
流
す
る
三
伎
の
河
川
あ

b
，
村
内
を
三
区
分
せ
A
Y
.

印
ち
北
部
を
流

る
、
、
テ
一
安
野
呂
川
，
中
部
を
貫
遁
す
る
を
鴇
川
と
し
、
画
館
、
江
笠
間
幹
道
は
此
鶏
川
の
沿
岸
に
あ
'
・
9
.

其
南
部
に
は
厚

際
部
流
通
し
、
農
耕
地
は
専
ら
此
コ
一
川
の
沿
岸
に
後
建
せ

b
.
舘
村
は
却
も
厚
深
部
川
の
中
間
部
を
占
め
同
村
の
北
部
に

丸
山
(
一
四
二
米
)
午
前
丘
台
地
あ
'
夕
、
西
よ

b
南
西
は
四
五

O
米
内
外
の
山
岳
連
百
一
、
東
部
は
焼
木
尻
岳
(
五
六
一
-
米
)
の
裾

野
宮
賓
と
な
ら
，
南
部
は
上
磯
郡
界
の
蚕
地
(
二
乃
至
三

O
O
米
)
に
悶
縫
せ
ら
れ
た
る
盆
地
に
し
て
厚
謀
部
地
管
内
唯
一
の

農
村
な
b
o
館
村
地
方
に
於
け
る
地
震
同
数
を
同
村
小
墜
校
長
板
谷
氏
の
手
記
に
見
る
に
。

一
月
二
十
一
日

一
月
二
十
二
日

一
月
二
十
三
日

一
月
二
十
同
日

一
・
月
二
十
長
日

一e

月
二
十
大
日

一
月
二
十
七
日

E
午
頃
鳴
動
、
吸
一
震
に
て
卓
棚
上
の
蒋
物
落
下
時
計
振
子
止
り
佐
世
を
殻
ず
。

咋
夜
来
弱
震
微
震
二
十
ム
ハ
同

十
同
内
外
の
地
震
わ
り

十
川
内
外
内
税
強
き
も
の
一
回
わ
り

午
前
八
時
及
び
午
後
三
時
三
十
分
頃
と
二
同

午
前
二
時
三
十
分
、
同
四
時
三
十
分
、
同
五
時
三
十
分
頃
の
三
同

〈
校
舎
内
に
て
は
無
感
な
り
し
も
市
街
地
に
て
二
三
同
の
微
震
あ
り
た
り
と
〉

rr. 
九
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一
月
二
十
八
日

一
月
二
十
九
日

一
月
三
十
日

一
月
三
十
一
日

二
月
一
日
午
前
二
時
同
四
時
(
税
強
ゾ
午
後
一
九
時
五
十
分
の
三
同

二
月
二
日
早
朝
一
一
同
及
び
午
前
九
時
三
十
分
の
=
一
同

二
月
三
日
午
筏
有
.
時
頃
の
一
同

二
月
四
日
午
後
八
時
五
十
冗
分
(
二
同
連
績
に
て
粉
強
)
の
二
同

二
月
五
日
午
前
ム
ム
時
及
び
午
前
九
時
頃
と
ご
同

此
如
く
舘
村
方
面
に
て
は
二
十
一
日
強
震
に
次
で
連
日
の
有
戚
地
震
あ
ら
で
断
次
減
少
の
傾
向
に
あ
'
夕
、
是
等
は
所
謂

午
後
三
時
頃
に
一
同

午
前
八
時
七
分
川
十
一
時
十
五
分
ハ
粉
担
〉
牛
後
九
時
三
十
七
分
の
一
一
一
同

初
後
強
震
の
伶
震
と
見
る
べ
く
，
而
し
て
舘
村
は
常
市
に
連
総
せ
る
上
磯
郡
の
背
後
に
あ
ら

J

、
河
北
四
方
三
十
四
粁
の
距

離
に
過
ぎ
ゴ
る
以
上
連
日
有
戚
地
震
の
現
象
な
る
に
営
所
備
什
微
動
計
に
は
以
上
の
期
間
中
唯
一
月
二
十
四
日
十
五
時
五

十
七
分
十
秒
及
び
二
月
二
日
二
時
二
十
三
分
四
十
三
秒
五
後
震
の
無
戚
由
党
地
震
記
象
二
同
の
み
な
る
よ

b
見
れ
ば
館
村
地

方
今
同
の
地
震
は
局
部
的
狭
少
の
範
間
に
あ
る
も
の
と
推
察
せ
ら
る
。
邸
ち
厚
津
郡
川
流
域
の
鷲
ノ
菓
，
館
特
回
路
及
び
鶏

川
流
域
の
木
問
問
、
大
丁
岱
‘
議
、
俄
虫
並
に
安
野
呂
川
流
域
の
安
野
円
等
各
村
に
て
聴
取
し
た
る
概
況
を
記
す
る
に

鉛-

二
十
一
日
医
午
頃
北
内
よ
り
「
m
p
V

ン
」
と
鳴
響
あ
り
間
髪
を
入
れ
ず
家
屋
烈
し
〈
拘
揺
且
つ
地
下
よ
り
捧
き
上
げ
ら
る
L

が
如
く
戸
障
チ
の
開
閉
困

難
に
陥
り
粗
矧
な
る
家
肢
の
二
、
=
一
戸
に
て
は
戸
時
子
肱
認
せ
る
あ
り
、
戸
棚
、
卓
上
の
器
物
の
墜
落
時
計
の
振
子
停
止
し
院
内
出
側
に
懸
垂
る
下

振
川
計
は
何
方
に
約
三
寸
韓
位
停
印
刷
せ
る
も
あ
り
、
一
附
舗
に
て
は
北
凶
よ
り
南
東
に
並
例
せ
る
縦
横
三
寸
奥
行
・
一
尺
の
戸
棚
の
西
端
は
北
へ
、
南

端
は
西
へ
約
一
寸
移
動
し
、
又
は
凸
欣
に
鹿
れ
る
炉
友
は
殆

y
J水
平
と
な
り
し
が
如
〈
其
他
時
虎
に
壁
、
内
張
紙
及
び
陪
土
問
に
亀
裂
を
生
じ
之
を
一

見
す
る
に
壁
、
内
虫
紙
は
執
も
西
及
wv
東
側
に
亀
裂
し
、
北
南
側
に
何
等
兵
蹴
な
〈
、
亀
裂
の
批
況
は
概
ね
閃
光
形
に
て
下
部
は
凶
附
に
起
り
斜
に



上
部
東
隅
に
至
る
又
底
土
問
は
幅
約
一
分
五
底
内
外
の
痕
跡
に
て
概
ね
北
よ
り
珂
な
る
も
北
東
よ

り
南
西
に
走
向
せ
る
も
あ
り
、
込
等
の
貨
況
に
徴
し
て
舘
附
近
の
震
度
は
可
な
り
張
皮
な
り
し
を

推
察
さ
る
ペ
〈
同
し
て
其
振
動
総
領
時
等
は
突
差
の
相
場
合
一
般
の
記
悩
正
確
な
る
を
符
ず
、
爾
後

連
日
の
弱
震
も
概
ね
鳴
響
先
脳
次
で
地
到
し
其
川
陥
一
民
き
も
僅
に
一
一
一
秒
に
過
ぎ
ぎ
り
き
と
、
又

稀
に
地
鳴
の
み
に
絡
り
し
こ
と
あ
り
て
執
も
営
初
来
同
一
方
向
よ
り
来
る
が
如
し
。

鷲
ノ
築
鷲
ノ
出
品
に
て
は
北
西

t
り
地
鳴
恰
も
汽
車
の
泣
く
札
り
所
謂
氏
鳴
の
如
き
を
聞
く
や
突
如
家

屋
激
動
十
数
秒
に
沙
り
し
も
器
物
の
略
落
特
例
は
勿
論
時
計
の
運
動
に
何
等
兵
伏
な
く
館
方
面
に

比
す
れ
ば
震
動
者
し
〈
弱
く
爾
来
数
日
間
は
時
に
柏
強
き
感
畳
あ
る
も
概
ね
微
震
日
々
三
阿
同
を

総
純
月
末
に
及
ぴ
た
り
。

官
路
宮
崎
に
て
は
地
鳴
振
劫
殆
ど
同
時
に
あ
り
其
方
向
は
西
と
一
石
ひ
、
或
は
北
討
と
し
、
人
に
よ

り
匝
々
な
る
も
家
屋
の
動
揺
は
主
に
東
西
な
り
し
は
数
人
の
一
致
せ
る
と
こ
ろ
に
し
て
地
鳴
は

「ゴ

1
f
r
y
」
と
開
き
急
激
に
振
動
し
館
方
面
の
震
成
よ
り
は
多
少
弱
か
り
し
も
の

L

如
き
も
連

日
弱
徴
震
を
総
偵
せ
る
は
舘
方
面
に
異
な
ら
ず
、
此
問
品
川
ど
地
鳴
に
地
震
を
件
ひ
其
間
隔
て
二

秒
の
程
皮
に
あ
り
と
而
し
て
常
部
落
一
農
家
の
椀
抜
井
戸
深
さ
十
五
代
平
常
の
品
川
深
七
尺
は
一
月

初
旬
燕
減
戒
を
始
め
中
旬
に
て
は
約
二
尺
の
減
水
に
て
濯
に
釣
瓶
削
を
補
足
使
用
す
る
に
至
り
地

震
静
止
後
も
依
然
と
し
て
噌
水
せ
ず
と
、
以
上
舘
及
び
訴
路
に
て
は
喝
震
と
共
に
存
戸
の
井
水
殆

r混
拘
〈
又
厚
持
部
川
も
一
時
沿
消
せ
り
と
一
再
ふ
も
あ
り
〉
せ
し
が
暫
時
に
し
て
清
沿
せ
り
と
。

震
動
は
舘
方
面
と
大
差
な
き
も
の
L

如
く
南
方
よ
り
「
ゴ
1
」
の
地
鳴
を
間
〈
念
放
に
家
動
揺
し
、

暖
炉
上
に
置
き
た
ろ
石
油
空
儒
内
の
水
は
水
平
よ
り
左
右
雨
川
約
二
寸
五
分
内
外
に
擦
問
の
印
跡

を
'
見
る
が
如
き
振
叫
に
て
束
凶
に
沙
ろ
棚
上
の
器
物
落
下
し
殆
ど
各
戸
の
桜
子
時
計
停
化
し
其
南

側
に
懸
垂
せ
る
も
の
墜
治
せ
る
も
の
諸
島
に
あ
り
常
部
活
に
で
も
滋
震
と
共
に
井
水
一
時
沿
尚
を

皐
せ
り
と
。
而
し
て
水
量
に
何
等
兵
献
な
き
も
此
地
震
後
井
底
に
砂
の
沈
澱
を
見
る
に
至
れ
り

と
、
尚
此
附
近
冷
泉
の
湧
出
筒
所
あ
れ
ど
も
其
湧
州
畳
、
侃
度
等
に
は
鼎
一
(
援
を
認
め
ず
二
十
一
日

強
震
後
二
十
二
日
夜
牛
に
及
び
二
十
六
制
の
弱
徴
震
わ
り
爾
後
二
十
六
日
に
至
る
毎
日
三
岡
乃
至

官台
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穴
同
の
地
震
に
て
二
十
七
、
八
日
は
無
感
た
り
し
に
再
び
二
十
九
三
十
日
各
二
同
三
十
一
日
以
後
は
殆
ど
静
止
の
扶
況
に
て
以
上
各
同
と
も
地
鳴
あ

り
て
瞬
時
に
地
震
起
り
方
向
は
的
終
何
一
に
あ
り

0

.

‘

大
丁
岱
初
め
何
方
よ
り
「
ゴ
1
」
と
地
鳴
を
聞
き
忽
ち
地
震
、
家
屋
動
揺
若
し
〈
小
串
校
事
務
室
天
上
裏
に
約
一
尺
王
寸
問
隠
に
懸
垂
の
釘
一
フ
ン
J

フ
は
相

互
に
街
突
せ
る
程
の
振
動
に
て
戸
、
障
子
の
腕
音
喧
し
〈
屋
内
西
側
に
懸
垂
の
時
計
は
殆

E
停
止
す
る
に
歪
れ
る
も
館
、
議
方
面
に
比
す
れ
ぽ
一
般
に

震
動
弱
〈
此
後
二
十
二
日
に
渉
り
弱
微
十
八
向
の
地
震
あ
り
毎
日
殆

r鳴
響
に
件
ひ
た
り
、
岡
村
小
単
校
長
の
談
に
よ
れ
ば
敬
員
住
宅
井
戸
深
さ
十

二
尺
平
常
約
四
尺
の
水
間
は
地
震
前
凡
二
尺
減
水
し
約
瓶
純
補
足
に
よ
り
放
水
を
な
せ
り
、
営
地
に
於
て
も
地
震
と
共
に
各
戸
の
井
水
一
時
混
濁
を

見
た
り
而
し
て
二
十
三
日
来
は
叫
々
微
弱
の
地
震
あ
り
し
も
震
度
漸
次
弱
く
且
つ
月
末
に
至
る
に
隠
ひ
同
教
著
し
く
減
少
せ
り
と
。

木
間
内
木
間
内
に
て
は
商
問
よ
り
水
平
動
念
激
の
地
震
数
秒
に
て
止
む
「
ノ
ジ

f
¥」
と
鳴
饗
し
た
る
の
み
に
て
説
、
大
丁
岱
と
同
じ
く
詩
川
流
域
に
あ

り
最
も
上
流
に
品
川
置
せ
る
も
下
流
二
部
落
に
比
す
れ
ば
震
動
顕
著
に
弱
〈
且
又
他
方
面
は
僚
震
同
教
に
捗
り
た
る
に
叶
阿
部
落
に
て
は
翌
二
十
三
日
及

び
二
十
四
日
各
午
後
三
川
頃
川
方
向
に
椴
震
あ
り
た
る
の
み
に
で
同
教
も
頴
者
に
寡
し
此
附
近
南
北
の
雨
殖
民
地
に
で
も
二
十
一
日
弱
震
わ
り
其
方

向
は
執
も
南
西
よ
り
北
京
に
振
動
ぜ
り
と
。

俄
虫
東
方
よ
り
「
ド
ン
」
の
音
響
と
共
に
上
下
動
の
如
き
振
動
を
感
じ
て
後
水
平
動
と
な
り
約
一
分
内
外
の
動
揺
を
な
し
時
計
振
子
停
止
せ
る
も
の
多
数

あ
り
爾
後
更
に
五
同
の
微
震
に
て
二
十
二
日
よ
り
三
十
一
日
に
至
る
日
々
三
乃
豆
大
同
の
微
震
を
感
じ
二
月
初
め
は
稀
に
微
弱
の
振
動
あ
り
し
も
五

日
以
後
は
殆
ど
無
感
な
り
と
。

安
野
目
安
野
呂
に
て
は
南
東
よ
り
北
西
に
振
動
し
水
平
勤
念
搬
に
掠
り
家
屋
硝
子
窓
等
麟
音
を
設
し
合
地
小
単
校
事
務
室
三
脚
塞
上
に
置
き
た
る
フ
ラ

ス
コ
は
北
凶
に
降
一
銭
一
粉
砕
し
且
同
校
玄
関
コ
シ
ク

P
1
ト
土
問
は
一
分
飴
の
幅
に
て
南
東
よ
り
北
西
に
亀
裂
を
生
ぜ
り
二
十
二
日
以
後
は
数
日
間
借

有
感
微
震
あ
り
た
る
も
倍
数
秒
の
振
訓
な
り

右
の
外
隣
接
地
方
の
槍
山
郡
江
差
町
に
て
は
二
十
一
日
十
二
時
.
零
三
分
三
十
秒
稲
念
な
る
弱
震
あ

b
南
東
よ

b
北
東
に

振
動
せ
る
も
徐
震
を
件
は
ず
、
叉
爾
志
郡
乙
部
村
に
て
は
二
十
一
日
十
二
時
零
五
分
南
よ

b
北
へ
振
動
の
弱
震
次
で
同
日

十
三
時
十
分
及
び
一
月
三
十
日
十
一
時
二
十
七
分
説
も
弱
震
に
て
南
よ
9
北
に
振
動
の
報
告
あ
b
。

以
上
は
今
岡
厚
海
部
村
及
び
近
接
地
方
に
起

b
し
地
震
の
概
犯
に
し
て
之
に
よ
れ
ば
館
村
盆
地
に
震
度
最
も
強
く
徐
震



同
数
も
最
多
に
し
て
之
に
次
で
厚
樫
部
川
上
流
地
域
及
び
丸
山
墓
地
の
北
部
よ

b
鶏
村
西
宇
部
印
ち
大
丁
岱
以
西
鷹
落
附

廷
に
あ
λ

ソ
て
館
村
を
中
心
に
北
西
よ
ち
南
東
に
貫
く
長
符
椅
同
肢
に
漸
次
抜
大
し
て
震
度
微
弱
に
而
し
て
其
振
動
区
域
は

北
阿
面
は
南
東
面
比
比
し
遂
に
庚
大
の
地
積
を
占
hu
更
に
各
地
の
振
動
方
向
を
漣
結
す
る
に
其
副
射
鮪
は
凡
そ
丸
山
墓
地

の
南
部
附
廷
に
集
令
す
る
が
如
く
舘
及
び
ぬ
回
路
の
強
震
地
は
恰
も
此
帆
射
地
域
に
属
す
、
山
町
田
路
に
て
は
肢
に
該
地
震
後
生

の
約
二
十
日
前
来
井
水
減
少
の
特
使
兆
あ
λ

リ
柏
崎
村
部
内
大
丁
岱
方
面
に
で
も
約
一
週
間
前
に
同
じ
く
井
水
の
媛
化
を
認
め
ら

れ
た
る
は
丸
山
蚕
地
附
近
地
層
内
に
弱
知
義
生
の
結
呆
と
も
見
ら
れ
今
回
の
地
震
は
郎
ち
其
猿
動
に
起
因
す
る
が
如
し
命

此
附
近
地
表
面
異
肢
の
有
無
を
知
る
の
要
あ
る
も
積
雪
五
尺
の
堆
深
に
し
て
安
地
踏
査
不
可
能
な

h
し
を
以
て
他
日
の
機

命
日
に
譲
れ
ι
リ
、
各
地
の
震
度
及
び
振
動
並
に
庭
、
土
問
、
亀
裂
方
向
等
別
紙
園
面
に
記
入
添
付
す
。

昭
和
四
年
一
月
二
十
日
の
地
震

室

蘭

測

候

所

報

告

一
月
二
十
日
九
時

O
八
分
五
十
八
秒
及
十
九
時
二
十
四
分
十
四
秒
に
蛍
地
方
に
微
震
あ

b
た
b
営
所
地
震
計
の
記
録
紙

よ
λ

ソ
調
査
す
る
に
営
時
は
白
岩
沖
海
底
に
震
源
あ
る
も
の
の
如
か

b
し
も
其
後
の
調
査
に
依
る
に
有
珠
郡
徳
舜
督
附
近
に

震
源
あ
る
も
の
の
如
し

_ .... 
r、


